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要約

ブロイラー農場において出荷直前に自主的に廃棄された 44から 52日齢の鶏， 61例を病理学的・細

菌学的に検索した。臨床的に.ほとんどの鶏は発育不良，脚弱または脚麻揮を示していた。肉眼的に脊

椎に形成された膿蕩は61例中7例 (1l.5%)で認められ，第六胸椎の椎体に主座していた。病理組織学

的に，脊椎膿蕩は多数のグラム陰性菌を伴う壊死性化膿性肉芽腫性骨髄炎及び関節炎の組織像を呈して

いた。一方，脊椎症以外の症例の第五，第六，第七胸椎関節部で、は出血を伴った関節軟骨の亀裂・断裂

が多数認められ， 2例では病変部または関節腔にも細菌塊がみられた。脊椎膿傷病変音[1より分離された

菌株は， 7例中4例が血清型別により SalmonellaInfantisと同定され， 3例は大腸菌群であった。

キーワード:ブロイラー，関節軟骨，Salmonella Infantis，脊椎膿蕩

緒 言 材料と方法

著者らはこれまでブロイラー農場で脚弱や脚麻癖，発 1.供試鶏

育不良などにより出荷直前に自主的に廃棄された鶏を検 岩手県内の3カ所のブロイラー農場で2011年7月か

索し主に第六胸椎の椎体に主座して膿蕩の形成がみら ら8月の間に自主廃棄されたブロイラー 61症例(雄25

れる，いわゆるブロイラーの脊椎膿湯を報告してきた 3.4)。 例，雌36例)を，農場ごとに A群 (20例， 44日齢)，

脊椎膿蕩は，肉眼的には椎体の腫大や変形，前後の椎体 B群 (20例， 52日齢)， c群 (21例， 51日齢)として
同士の癒合などをきたし，脊髄を背側へ圧迫することに 検査を行った。臨床症状を確認し，体重を測定後に剖検

よって脚弱または脚麻療の原因となる例が多く，病理組 した。体重が2.0kg以下の症例を発育不良と判定した。

織学的には，グラム陽性球菌やグラム陰性短梓菌などを 胸椎の一部(第六胸椎を中心に前後2cmの領域)は，

伴った壊死性化膿性肉芽腫性骨髄炎・関節炎が特徴であ 滅菌したミクロトームプレードを用いて無菌的に正中を

る3-5)。原因学的には，黄色ブドウ球菌や大腸菌群， 割断した。

Salmonella属菌など人の食中毒起因菌をはじめ，近年 2.病理組織学的検査

ではEnterococcus属菌 2.6. 7. 10)の関与が報告されている 剖検時，各症例の主要臓器と胸椎の一部を採材し

が，主に第六胸椎の椎体に限局して病変が形成される本 10%ホルマリン液で固定後，常法に従いパラフィン包埋

症特有の病理発生メカニズムと原因菌の感染経路は未だ ブロックを作製した。胸椎をはじめ病変の認められた骨

解明されていない。 組織は 10%ギ酸ホルマリン液で脱灰・固定を行った。

そこで今回，ブロイラーでみられる脊椎膿蕩の病理発 パラフイン包埋ブロックはミクロトームを用いて4μm

生メカニズムの解明を目的として，新たに3農場で自主 の厚さに薄切した後，へマトキシリン・エオジン (HE)

廃棄されたブロイラーを剖検し，病理学的・細菌学的検 染色を行い，光学顕微鏡にて病理組織学的に検索した。

索を行った。 また， HE染色標本による検索の結果，細菌塊が認めら

れた胸椎骨や大腿骨，腔骨についてはグラム染色(Brown
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Hopps法)も行った。

3.免疫組織化学的検索

一次抗体に抗Salmonella属菌抗体 (ViroStat. USA) 
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びオキシダーゼ試験もそれぞれ行い，サルモネラ属菌と

判定された株については血清型別を行った。

脊椎膿蕩がみられた鶏の起立状態。脚弱によ

りうずくまる姿勢を示している。

写真1.

を用いて，胸椎骨や大腿骨，腔骨病変部の免疫組織化学

的染色を行った。パラフイン包埋薄切標本を脱パラフイ

ン後，常法に従い LabeledStreptavidin Biotin法(ダコ

LSAB™ +キットーユニバーサル， DAKO JAPAN，東

京)を実施した。

4.細菌学的検査

肉眼的に脊椎膿蕩または胸椎骨以外に骨病変がみられ

た症例について細菌学的検査を行った。病変部を滅菌綿

棒で無菌的に採材し，普通寒天培地 (NA) (日水製薬，

東京)に塗抹後， 37
0

Cで24時間好気培養した。培養24

時間後に形成されたコロニーから釣菌して，純培養を目

的として NAへ継代培養した。純培養されたコロニー

についてグラム染色を行い，さらにデソキシコレート寒

天培地(栄研化学株式会社，東京)， 10%卵黄加マンニッ

ト食塩寒天培地(日水製薬，東京)， TSI寒天培地(日

水製薬，東京)にそれぞれ移植し 20-24時間培養後

にそれぞれ判定した。生化学的検査としてカタラーゼ及

自主廃棄鶏の主要肉眼病変と例数表 1.
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脊椎症

脊椎滑り症

脊椎膿蕩

脊椎湾曲症

大腸菌症

化膿性骨頭炎

(腔骨)

化膿性骨髄炎

(大腿骨)

化膿性関節炎

筋間膿湯

卵管炎

著変なし

(発育不良・削痩)

病変の内訳，)

34.4 21 4 10 7 

a)重複あり

b)平均土標準偏差
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成

1.臨床症状

績
l立の症例では第五から第七胸椎の広範な部位において政

制色の様死巣や.lIi'i赤色の出血mなどが泌在してみられた
大Jj持菌症 (3例)や服骨骨jjJ[炎・大l雌竹1;1'髄炎 (4lyU). 

B1洋を除く A Ci洋のほとんどの症例は発行不良に該当し 1刈節炎 (5f9U)などの化!股性病変もそれぞれみられたが.

B群の2例を除くすべての旋例は脚弱あるいは脚l保持を示し 脊+Hj版協との併発は認められなかった。

ていた(1到10。各群の平均体主は.A群L12-2.ωkg(平均 3.病理組織学的所見

1.56 kg). B群1.63-2刀 kg(τF均2.31kg). C群O叩~ 脊被服務の病変郊では重度のものでは既存の組織榊造

2.25 kg (II~均1.66kg)であった。 はほとんどみられず.胸椎骨のiit休や関節部において綱11

2.肉眼所見 1別減を伴う巨大なJ災手E!.itや偽好M'J5k.t'i上皮細胞.多綴
H足場日IJの主要な肉|民病変と例数は表lに示すilliりで E細胞からなる峻似性化股性l去j芥Jj，ntH'I'髄炎 .1則節炎が

あっ た。 脊維症 (27 例 ) がj，~ も多く見られ.内訳は脊 ;aめられた (1耳14)。一部では肉芽組織の形成や線維化

椎滑り症が19例.脊椎限延5が7fy1Jであった。7例の脊 などもみられた。 このような症例では.第五町第六J~~+I~

tltJ股紡のうち， 5 fy1Jが放であった。 あるいは第六.第ヒ胸舵それぞれの関節Tmが不IYlI際に

干HIU際協・を有する症例の第六JK~~I主は . 生地械や肝臓. なっていた。変形した+1主体によりJ正辿された脊髄では.

副腎を取り除くとw肉色を!t!_してj民大・変形していた(図 rru支の痕例の場合.I1質変性や紬鍛膨化.出jfilなどが認
2) 0 ;~~J断而では第五 ・ 第六胸推または第六 ・ 第ヒ胸般の められた。脊権限筋の痕例では.フ ァブリキウス裂やl陶

関節部を'1'，[，、として股筋の形成が認められ (1豆13).重 似などのリンパ組織における様々な校度の萎縮がみられ

写真 2. 待相tJlO~J，~がみられた鶏の第六胸fffj o fffj体は'ui.・

[':11立を示して)回大している。

写真 3 脊枇膿街の正，t，矢状断l面。第六・七胸tffj関節

告~に主座して黄色を呈する腹筋がみられ.変

形した椎体が脊髄を上方へ圧迫している。

た以外に， 全身~m阪総において組織学的に著変は認めら

れなかった。

脊+1七JlO務または干刊は}り症などの1f被症以外の症例で

は. 第五.t第布六.t第お七胸椎のいずれカか、の|閃則2節!ni秋止肘ffE
て./llj[/1や好M'1'U参/1¥物を伴った関節"州Tの亀裂や断裂.
~)膨などが認められ(表 2. 1苅5).1 例では|刻節秋'I'J'~I~

変mlに紺l菌塊が認められた。それら令ての症例の|則自首!陀

では赤血球や好般性副長出物.細胞退廃物などが認められ.

1 WlJでは細菌塊をi"~っていた。

グラム染色 (BrowllHopps法)を行った結果.干HHl版

協の7例中6例やJj引'1'什頭炎.大l出什'1・1・悦炎などでみら

れた細菌塊のほとんどはグラム陰性であったが(l韮16).

ち:n4. 第六!均株における脊推膿級。推体部 ・|刻節苦11
に壊死性化l股性肉芽腫性1~'髄炎が認められる。

(HE染色)。
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衣 2. A. B. C 磁の第五.第六.第七胸椎関節古11における病理学的検索結来

第五1胸後lik'維;iJ' 関節

病変 (関節目11)

亀裂 ・乱1.uJJ. 網111資塊

脊材1膿傍 1/4 。4 
イ州1滑り症 11 / 19 0/19 

千HfU定以外の抗例 21/33 0/33 

33/56 0/56 

第関六節胸軟4f1il;-

第ヒ胸軟IjIj椎ftitji-i (||刈刈節節 ) 

|則自作IjIjl';ll |剥白日後古11

亀裂 ./1¥瓜l 細菌塊 亀裂 ・出1[11 紺1111塊 f色裂 .，'1:¥1(11 細菌塊

0/4 0/4 0/1 0/2 0/2 0/2 

3/19 0/19 8/19 0/19 8/19 0/19 

3/33 0/33 17/32 1/32 13/32 0/32 

6/56 0/56 25/52 1/53 21/53 0/53 

今1111検索した3股場における自主廃棄J'1Jの61例巾.

27例 (44.2%)が脊tfUii:と診断された。このうち脊有t滑

写1'1;5. 第六j陶ffU則節軟骨の断裂(矢1:11)が広範聞に り症は 19191J(31.196)と向い.llti!.l，率を示しており.脊桃
認められる。(HE染色)。 膿協の7例(11.596)はこれまでの報告3.11と比較して低

い発症率であったものの.脊ff主滑り症と脊桃際協はブロ

イラ - J1~場において従来通り前夜的に発生していること

が硲認された。 今回の検~でみられた脊制I~版協ーの肉眼的

および病理II組織学的特徴は従来の報告ト5)とほぼ阿線で

あった。

今何の検宗では脊tfU股筋や服1';''，Ij.頭炎.大腿什骨髄炎

などの病変苦11より S.Infantisが分離 .I，;J i包されたが.

これまでのところ S.Infantisを原閃とする脊批版協は報

告されていない。S.Infantisは鶏の化膿性内非脆性心膜

炎の病変部から分離されたとの報告別があり.鴻肉から

もお頻度で検出されることから食q-'哉の似閃としても知

られている。今回の検索で干Hltl股4傷病変mlからこれまで

報告されていないS目Infantisが分離されたことより.本

菌も脊被服務の原因菌となりうることが示され.岩手県.

内のブロイラ一段場においても S.Infantisの汚染が拡散

している吋能性が考えられた。

干F椛110拐の原因としては.従来.黄色ブドウ球菌や大
腸菌l洋.Salmollella属凶などの関与1，3. 1)が相i作されて

きたが.近年諸外岡ではEl1lerococCIIs属l筑などの病原

体が注11されている2.6. 7.10) 0 EllteroCOcclIS属l資はオキシ

a b 

'lj:J'1; 6. 脊推版協における細l資塊 (矢印)0(a: Gram 

染色.b.抗 SalmollellaklI 1お抗体をmいた免
疫組織化学的染色)。

|則節j陀に細菌塊がみられた l例ではグラム陽性を示した。

4.免疫組織化学的検索結果

-j'jl椎服務で認められたグラム陰性的は.抗Salmollella

klIl羽抗体に陽性を示した (図6)。

5.細菌学的成績

干r-*WI限必病変苦11よりサ1レモネラ柄閣がClr下の4例回

大腸l刻r.下が A!洋の3例からそれぞれ分離された。分離

されたサルモネラ属磁のlrlliJ'f型別を実施したところ.脊

椎際協股'，;・i''I]"頭炎 大腿什什髄炎より分雌された全て

のサルモネラ属商はSalmollellaInfantis (0・7H:r1.5)

であった (ぷ 3)。

考察

F
「
υ



鶏病研究会報

表 3. A， B， C群における細菌学的検索結果

群 鶏No 病変 分離菌

14 脊椎膿湯 大腸菌群

A 16 脊椎膿蕩 大腸菌群

19 脊椎膿蕩 大腸菌群

B 8 腔骨骨頭炎 Salmonella Infantis (0: 7H : r1， 5) 

3 脊椎膿蕩 Salmonella Infantis (0・7H:r1， 5) 
11 脊椎膿蕩 Salmonella Infantis (0 : 7H : r1， 5) 
14 脊椎膿蕩 Salmonella Infantis (0 : 7H : r1， 5) 

C 17 脊椎膿蕩 Salmonella Infantis (0 : 7H : rl， 5) 
5 大腿骨骨髄炎 大腸菌群

10 大腿骨骨髄炎 Sal舟wnellaInfantis (0・7H: r1. 5) 
15 大腿骨骨髄炎 大腸菌群

ダーゼ，カタラーゼ陰性を示すグラム陽性球菌であり， 脊椎膿蕩の原因菌が胸椎病変部へ到達する感染経路と

鳥類やほ乳類動物の消化管内常在菌とされているが，日 しては，血行性あるいはリンパ行'性の他，気嚢などを介

和見的に病原菌になりうると考えられている。今回の検 した経気道感染の可能性が考えられている5)0 Martinら8)

索における脊椎膿傷でみられた細菌塊のほとんどはグラ は，脊椎膿蕩野外例の病変部より分離したEnterococcus

ム陰性であったことから，黄色ブドウ球菌やEnterococ. cecorumを用い，血行性，経口性，経気道など三つの感

cus属菌の関与は否定されたが，今回検索した 1例の胸 染経路の相違による再現実験を行い，気嚢への接種では

椎関節腔においてグラム陽性球菌が組織学的に確認され 本症は再現できず，経口接種および血管内接種によって

たことから，本邦においても Enterococcus属菌を原因 病変の再現がなされたことを報告しており，本症の起因

とした脊椎症が発生している可能性が示唆された。 菌は血行'性に病変部へ到達すると考察している。本研究

本症は主に第六胸椎の椎体に発生することが特徴であ においてブロイラーの第六胸椎に気嚢を認めたのは 61

り3-5) Martinら8)も椎骨の脊柱管より上部の椎弓など 例中 7例で、あったが，脊椎膿療の症例には気嚢構造は認

には病変が認められないことを報告しているが，第六胸 められず，今回の検索では本症の感染経路を特定するに

椎椎体に限局して発生するメカニズムについては解明さ は至らなかった。

れていない。今回の我々の検索によって，脊椎症の症例

以外でも第五，第六，第七胸椎の関節軟骨や関節軟骨下

骨組織では，出血や好酸性渉出物を伴った関節軟骨の亀

裂や断裂が高率に発生していることが明らかとなり，さ

らに，それらの病変部には細菌塊を伴う症例もみられた。

これらの検索結果より，ブロイラーでは可動性のある第

六胸椎とその前後の胸椎関節部における物理的ダメージ

などによる関節軟骨の損傷が先行病変として発生し，原

因菌が血行性に損傷部位に到達すると推察され，それら

胸椎関節病変は脊椎膿蕩の初発病変として重要な役割を

演じている可能性が示唆された。関節軟骨に対する傷害

の原因としては，ストレスや密飼いなどの環境要因や急

激な増体が著しいなどのブロイラーにおける品種特異的

な影響が考えられた。 DeHerdtら2)は，脊椎膿蕩J怪患

鶏のほとんどは雄で占められることを報告しており.今

回検索した脊椎膿蕩の7例中5例は雄であったことから，

本症の発生傾向には性差があることが示唆された。
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Summary 

SixtY-<Jne 44 to 52-day-old diseased and defective chickens were collected from three broiler farms 

before shipment for meat inspection and examined pathologically and bacteriologically. Most of affected 

chickens showed poor growth. lameness and paralysis. Macroscopically. 7 chickens had abscesses at 6th 

thoracic vertebrae (11.5%). Histopathologically. necrotizing purulent granulomatous osteomyelitis and 

arthritis with gram-negative bacilli was observed in the affected vertebra. Many cases showed a separation 

of articular cartilage at the fifth. sixth and seventh thoracic vertebrae except for cases of thoracic 

spondylopathy. and two cases had bacterial clumps. Salmonella Infantis and Escherichia coli was isolated 

from vertebrallesion 

(J. J pn. Soc. Poult. Dis.. 49， 112-117， 2013) 

Key words : articular cartilage. broiler， Salmonella Infantis， thoracic vertebral abscess 
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